編集後記 / 奥付 by unknown
学
苑
八
百
九
十
一
号
定
価
八
六
四
円
（
本
体
八
〇
〇
円
）
購
読
料
一
カ
年
分
一
〇
三
六
八
円
（
本
体
九
六
〇
〇
円
）
平
成
二
十
六
年
十
二
月
二
十
日
印
刷
平
成
二
十
七
年
一
月
一
日
発
行
編
集
発
行
人
齋
藤
彰
印
刷
所
三
秀
舎
発
行
所
昭
和
女
子
大
学
近
代
文
化
研
究
所
〒154
-8533
東
京
都
世
田
谷
区
太
子
堂
一
ノ
七
ノ
五
七
電
話
03（
三
四
一
一
）
五
三
〇
〇
☆
掲
載
論
文
の
無
断
転
載
を
禁
じ
ま
す
。
編
集
後
記
本
年
の
「
日
本
文
学
紀
要
」
に
は
研
究
論
文
六
、
研
究
ノ
ー
ト
一
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
う
ち
研
究
論
文
で
は
古
典
が
五
、
近
代
が
一
と
分
野
に
偏
り
が
あ
る
こ
と
と
、
昨
年
と
あ
ま
り
変
ら
な
い
執
筆
陣
で
あ
る
こ
と
は
、
学
科
と
し
て
検
討
す
べ
き
課
題
で
あ
る
が
、
継
続
し
て
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
先
生
方
に
敬
意
を
表
し
た
い
。
ま
た
、
伊
勢
に
伝
承
さ
れ
て
い
る
「
馬
瀬
狂
言
」
（
県
無
形
民
俗
文
化
財
）
に
つ
い
て
の
丹
念
な
調
査
に
も
と
づ
く
異
本
の
分
析
と
翻
刻
、
泉
鏡
花
の
緻
密
な
「
年
譜
補
訂
」
に
よ
る
新
事
実
の
発
表
な
ど
、
基
礎
的
実
証
的
な
積
み
重
ね
に
よ
る
研
究
成
果
が
あ
り
、
こ
こ
か
ら
生
み
だ
さ
れ
る
新
た
な
論
が
楽
し
み
で
あ
る
。
昨
年
暮
れ
に
は
、
青
色
の
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド
（
Ｌ
Ｅ
Ｄ
）
の
開
発
で
日
本
の
三
人
の
物
理
学
者
が
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
を
受
賞
し
た
。
そ
れ
は
数
限
り
な
い
失
敗
を
乗
り
越
え
た
執
念
の
た
ま
も
の
で
あ
り
、
赤
﨑
氏
に
つ
づ
く
天
野
氏
、
中
村
氏
の
お
二
人
は
そ
れ
ぞ
れ
実
験
の
「
鬼
」
と
か
、「
神
様
」
と
呼
ば
れ
た
と
い
う
。
基
礎
デ
ー
タ
を
収
集
分
析
し
仮
説
を
立
て
て
論
説
し
、
結
論
を
導
き
だ
す
。
そ
の
一
連
の
流
れ
は
文
学
の
論
文
で
も
同
様
で
あ
る
。
「
鬼
」
や
「
神
様
」
は
文
学
の
世
界
に
も
い
る
。
宇
野
浩
二
は
毎
朝
目
を
覚
ま
す
と
忽
ち
も
や
も
や
し
た
不
機
嫌
な
気
分
に
襲
わ
れ
て
、
一
刻
の
猶
予
も
な
く
何
か
に
急
き
立
て
ら
れ
る
よ
う
な
気
が
す
る
と
い
い
、
こ
の
休
み
の
な
い
仕
事
の
思
い
を
「
小
説
の
鬼
」
と
名
づ
け
て
い
る
。
こ
の
た
め
に
頭
に
は
「
夜
も
、
昼
も
、
日
曜
日
も
、
祭
日
も
な
い
」
と
。
物
理
学
者
も
小
説
家
も
、
そ
し
て
研
究
者
も
ま
た
こ
う
あ
り
た
い
も
の
だ
。
こ
の
度
も
編
集
室
の
方
々
の
な
み
な
み
な
ら
ぬ
ご
盡
力
が
あ
っ
た
。
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。
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）
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